
物
価
は
毎
月
ウ
ナ
ギ
上
り
で
高
騰

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
円
安

イ
ン
フ
レ
に
よ
る
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係

や
様
々
な
物
価
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が

続
き
、
大
手
の
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
る

と
年
内
中
に
２
万
品
目
を
超
え
る
値
上

げ
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

も
、
食
品
の
平
均
値
上
げ
率
は
６
月
時

点
で
13
％
、
加
工
品
で
は
15
％
も
値
上

げ
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
今
月
か
ら

は
酒
類
や
飲
料
が
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

物
価
は
う
な
ぎ
の
ぼ
り
で
高
騰
し
ま
す

が
、
働
く
者
の
賃
金
は
30
年
近
く
上
が

り
ま
せ
ん
。
経
済
協
力
開
発
機
構
（O

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
に
よ
る
と
、
名
目
賃
金
は
１

９
９
５
年
～
〜
２
０
２
０
年
の
間
、
米

国
や
英
国
は
２
倍
超
、
韓
国
は
３
倍
近

く
賃
金
は
上
昇
し
ま
し
た
。
一
方
、
日

本
は
実
質
賃
金
が
下
落
し
物
価
の
上
昇

率
に
届
き
ま
せ
ん
。

後
期
高
齢
者
の
医
療
費
負
担
増
に

10
月
か
ら
は
75
歳
以
上
の
医
療
費
負

担
が
２
倍
に
な
り
ま
す
。
75
歳
以
上
の

後
期
高
齢
者
医
療
費
負
担
は
現
在
、
現

役
並
み
の
所
得
が
あ
る
人
（
３
割
）
を

除
き
原
則
１
割
で
す
。
政
府
は
こ
れ
を
、

抑
え
る
た
め
、
単
身
で
年
収
２
０
０
万

円
以
上
、
夫
婦
で
同
３
２
０
万
円
以
上

の
世
帯
は
２
割
に
引
き
上
げ
ま
す
。
こ

れ
は
全
体
の
約
２
割
に
当
た
る
約
３
７

０
万
人
が
対
象
と
い
わ
れ
ま
す
。
但
し
、

受
診
控
え
を
避
け
る
目
的
で
、
今
後
３

年
間
は
負
担
増
を
最
大
で
月
３
０
０
０

円
に
抑
え
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

紹
介
状
を
持
た
ず
に
大
病
院
を
受
診
し

た
患
者
か
ら
徴
収
す
る
特
別
料
金
を
、

初
診
で
現
在
の
「
５
０
０
０
円
以
上
」

か
ら
「
７
０
０
０
円
以
上
」
に
、
再
診

で
「
２
５
０
０
円
以
上
」
か
ら
「
３
０

０
０
円
以
上
」
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険

証
」
を
持
つ
患
者
に
つ
い
て
、
初
診
時

の
上
乗
せ
額
を
現
行
の
21
円
か
ら
６
円

と
優
遇
さ
れ
ま
す
。

実
質
賃
金
は
長
期
間
下
落
中

物
価
は
右
肩
上
が
り
、
医
療
費
は
負

担
増
、
賃
金
は
上
が
ら
な
い
ま
ま
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
第
３
弾
の
矢
は
的
外

れ
、
消
費
者
物
価
は
上
昇
し
、
実
質
賃

金
は
下
落
し
続
け
て
い
ま
す
（
図
）
。

政
府
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、
「
防
衛

費
２
倍
」
「
社
会
保
障
費
の
削
減
」
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
者
の
賃
上
げ
、
雇
用
と
経
済
回

復
の
た
め
に
大
企
業
の
「
内
部
留
保
」

に
手
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
財
務
省
の

「
法
人
企
業
統
計
調
査
」
の
結
果
に
よ

る
と
、
金
融
・
保
険
業
を
除
く
２
０
２

１
年
度
の
日
本
企
業
の
内
部
留
保
の
額

が
５
１
６
兆
４
７
５
０
億
円
と
過
去
最

高
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
課
税
し

吐
き
出
さ
せ
、
賃
金
・
雇
用
の
改
善
を

要
求
し
ま
し
ょ
う
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外

新社会党
東京都千代田区神田神保町2-10 三辰工業ビル３階 TEL 03-6380-9960 FAX 03-6380-9963

こんにちは
で

す

(1988年１月18日第三種郵便物認可)

2022年10月号

2022年10月

委員長 岡﨑ひろみ

物価高騰２万品目、医療費負担増、庶民は青息吐息

大企業の５１６兆円の内部留保を雇用、賃金に回せ！

岸
田
文
雄
首
相
は
「
物
価
高
騰
な
ど
経
済
情
勢
の
変
化
に
切
れ
目
な
く
対
応
す
る
」

た
め
に
２
０
２
２
年
度
第
２
次
補
正
予
算
案
を
臨
時
国
会
に
提
出
し
ま
す
。
そ
の
重
点

政
策
は
、
所
得
が
少
な
く
住
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る
低
所
得
世
帯
に
1
世
帯
あ

た
り
５
万
円
の
給
付
金
を
配
る
計
画
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
「
焼
け
石
に
水
」
で

す
。
大
企
業
の
た
め
込
ん
だ
富
を
賃
金
、
雇
用
に
吐
き
出
す
政
策
が
必
要
で
す
。

）



前
回
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
は
、
２
０
１
５
年
の
パ

リ
協
定
の
「
産
業
革
命
以
前
と
比
べ
て
気

温
上
昇
を
１
・
５
度
に
抑
え
る
」
こ
と
を

目
標
に
、
２
０
１
０
年
対
比
で
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
45

％
削
減
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。
こ

の
合
意
を
基
に
、
各
国
が
具
体
的
な
対
策

を
進
め
る
「
決
定
的
な
10
年
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

待
っ
た
な
し
の
気
候
変
動
対
策
で
す
が
、

条
約
締
結
国
１
９
７
カ
国
・
地
域
は
経
済

や
地
理
的
条
件
な
ど
様
々
な
違
い
が
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
合
意
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
ち
な
み
に
、
世
界
の
温
室
効

果
ガ
ス
の
総
排
出
量
の
内
、
、
少
な
い
排

出
量
の
１
０
０
カ
国
の
合
計
が
総
排
出
量

の
３
％
に
対
し
、
中
国
、
米
国
、
イ
ン
ド

な
ど
10
カ
国
で
68
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
開
発
途
上
国
と
先
進
国
と
が

排
出
量
を
巡
り
対
立
し
て
き
ま
し
た
。

開
発
途
上
国
は
経
済
成
長
と
環
境
対
策

の
両
立
の
た
め
技
術
や
資
金
な
ど
を
先
進

国
の
国
際
的
な
援
助
の
合
意
と
履
行
を
求

め
て
き
ま
し
た
。
他
方
、
先
進
国
は
早
急

な
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
が
課
題
と
さ
れ
ま

す
が
、
そ
の
目
標
と
現
実
の
乖
離
が
埋
め

ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
う
し
た
中
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
侵
攻
が
起
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

を
巡
る
国
際
環
境
は
激
変
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
か
ら
の
天
然
ガ
ス
や
石
炭
、
原

油
に
依
存
し
て
い
る
国
々
は
、
ロ
シ
ア
に

対
す
る
経
済
制
裁
で
供
給
が
制
約
さ
れ
、

価
格
も
急
上
昇
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
各

国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
再
検
討
や
見
直

し
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
度
が
高
い
ド
イ

ツ
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
の
加
速

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
２
０

２
１
年
で
は
化
石
燃
料
の
依
存
度
は
80
％

で
す
が
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
総
電
量
の
80
％
と
の
目
標

を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
を
前
倒
し
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
一
方
で
は
脱
原

発
政
策
の
延
期
も
発
表
す
る
な
ど
、
予

断
を
許
せ
ま
せ
ん
。

各
国
が
ロ
シ
ア
の
戦
争
を
教
訓
に
、

自
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
政
策
の

軸
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
で

き
れ
ば
、
気
候
変
動
対
策
が
こ
れ
ま
で

以
上
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

他
方
、
ロ
シ
ア
の
戦
争
を
契
機
に
、

石
炭
火
力
と
原
発
依
存
を
加
速
さ
せ
る

動
き
も
顕
著
で
す
。

そ
の
典
型
が
日
本
で
す
。
岸
田
首
相

は
８
月
24
日
、
原
発
の
新
増
設
や
稼
働

期
間
の
延
長
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る

と
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
な
し
崩
し

の
転
換
を
表
明
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
は
ロ
シ
ア
の
戦
争
で
明
ら

か
に
な
っ
た
化
石
燃
料
か
ら
の
脱
却
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
加
速
に
ど

う
対
応
す
る
か
大
き
な
課
題
で
す
。

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外 ２０２２年10月

お問い合わせ先週刊新社会を
読みませんか

11月にＣＯＰ27 大量排出国どうする？

国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
27
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
）
が
、
11
月
６
日
か

ら
エ
ジ
プ
ト
の
シ
ャ
ル
ム
シ
ェ
イ
ク
で
開
か
れ
ま
す
。
昨
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
か
ら
１
年
が

経
ち
、
ロ
シ
ア
の
戦
争
で
環
境
は
大
き
く
変
化
、
排
出
ガ
ス
規
制
は
待
っ
た
な
し
で
す
。

日
本
は
２
０
１
０
年
対
比
で

２
０
３
０
年
ま
で
に
45
％
削
減

待
っ
た
な
し
の
10
年

日
本
は
原
発
回
帰
か

データで見る温室効果ガス排出量（世界）


